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会議名 令和８年度大野中地区まちづくり会議(第１回全体会) 

開催日時 令和８年４月１６日（木） 午後７時００分～午後８時４５分 

開催場所 大野中公民館 1 階 大会議室 

出 

席 

者 

委 員   １４人（別紙のとおり） 

その他    ０人 

大野中まちづ

くりセンター 
   ２人 

公開の可否 ■可  □不可  □一部不可 傍聴者数 ０人 

公開不可・一部不可

の場合は、その理由 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



審  議  結  果 

 

１．開会 

 

２．会長あいさつ 

 

３．南区長あいさつ 

 

４．新委員の紹介 

 

５．議 題 

（１）令和８・９年度の役員（会長・副会長）の選出について 

互選により、以下のとおり決定した。 

 

会 長：大野中地区自治会連合会 会長 森 逸雄 

副会長：大野中地区商店会  代表 田村 小次郎 

副会長：大野中地区老人クラブ連合会 代表 小林 太 

副会長：大沼公民館 館長  佐藤 純 

副会長：大野中地区社会福祉協議会 会長 原口 和博 

 ※副会長の定数５名中１名は欠員の扱いとなった。 

 

（２）『令和８年度大野中地区まちづくりを考える懇談会』について 

ア．テーマの決定について 

  （案１）：『ごみ問題について』 

  （案２）：『少子化対策について』 

    ⇒協議の結果、（案１）『ごみ問題について』をテーマとして決定した。 

 

 イ．グループ討議について 

  ＡＢＣの３グループに別れて、テーマについてグループ討議を行った。 

  各グループからの発表は、以下のとおり。 

 

Ａグループ 

・ごみの量を減らすために、一般ごみの分別とリサイクルを更に進められないか。 

・ごみ集積所について、自治会未加入のアパート住まいの方が、ごみ出しのルールを

守れていないイメージがある。 

・自治会未加入者が自治会管理のごみ集積所にごみ出しをすることの是非について、



市の担当部署に質問したところ、未加入者であってもごみを捨てて構わない、と言

っていたが、市には、職員に対して教育をし直していただきたいのと、改めて考え

方も確認したい。 

 

Ｂグループ 

・ごみ袋の有料化によりごみを減らせるのではないか。また、それを促進するため、

市がポイント還元制度を併せて実施できないか。 

・ごみの焼却灰の資源化を進めるために、コンクリやアスファルトにするなどの再利

用化をもっと図れないのか。他市の事例を含めて、市で検討してはどうか。 

・ごみ集積所に自治会の非会員が捨てているが、掃除当番を守らない、ごみ集積所か

らはみだして捨てるなど、マナーが問題となっていて困っているので、どうにかな

らないか。ごみを捨てている人の半分くらいが、非会員であり、自治会では限界が

あるので、市も考えて欲しい。 

 

Ｃグループ 

・市民が、生ごみを乾燥させてからごみに出すようにすれば、燃やす時間が短縮され

て、市の経費節減にもなるのではないか。 

・市のモデル事業であるふれあい収集について、要介護４以上又は身体障害者手帳１・

２級という要件は、ハードルが高いため、要件の緩和をお願いしたい。また、高齢

化が加速しているため、市では２０２８年度に全市展開の予定と伺っているが、ス

ピードアップして取り組んで欲しい。 

・カラスがごみ集積所の隙間からごみを取り出して、散らかして困っているので、市

で、カラス対策の蓋付きのケースを配布して欲しい。 

 

６．その他 

 （１）旧東清掃事業所跡地に係る地域住民検討委員会（第９回）の結果について 

  大野中まちづくりセンターから資料に沿って説明した。 

（２）令和８年度地域活性化事業交付金の募集について 

  大野中まちづくりセンターから資料に沿って説明した。 

（３）各団体の情報提供・情報交換について 

   意見なし。 

 

７．閉会あいさつ（家田委員） 

 

以 上 

 



大野中地区まちづくり会議委員名簿 

（まちづくり会議委員の役職：会長◎、副会長◇） 

No 推薦団体名 役職等 氏名 備考 

1 大野中地区自治会連合会 会長 ◎森 逸雄 出席 

2 大野中地区商店会 代表 ◇田村 小次郎 出席 

3 大野中地区老人クラブ連合会 代表 ◇小林 太 出席 

4 大沼公民館 館長 ◇佐藤 純 出席 

5 大野中地区社会福祉協議会 会長 ◇原口 和博 欠席 

6 大野中地区民生委員児童委員協議会 会長 中村 伸江 欠席 

7 大野中地区自治会連合会 副会長 細谷 剛 出席 

8 大野中地区自治会連合会 副会長 川島 光子 出席 

9 大野中地区自治会連合会 副会長 玉利 博 出席 

10 大野中公民館 館長 大久保 宗俊 出席 

11 大野台公民館 館長 髙安 祥介 出席 

12 大野中地区子ども会育成連絡協議会 代表 野口 裕光 出席 

13 大野中地区防犯協会 代表 平野 大介  欠席 

14 大野中地区交通安全母の会 代表 古賀 幸枝 出席 

15 大野中地区連合自主防災隊 代表 髙橋 健一 出席 

16 相模原市消防団南方面隊第３分団 代表 西口 卓也 出席 

17 大野中地区企業（大野台事業所協議会） 代表 末廣 誠司 欠席 

18 大野中地区青少年指導委員 代表 山本 達郎 欠席 

19 大野中地区スポーツ推進委員 代表 髙田 祥次 欠席 

20 大野中地区小学校ＰＴＡ 代表 岡崎 香 欠席 

21 大野中地区中学校ＰＴＡ 代表 小林 靖志 欠席 

22 大野中地区健康づくり普及員 代表 岡田 美智子 欠席 

23 大野中地区ボランティアグループ 代表 本田 清子 欠席 

24 大野中地区地域包括支援センター 代表 家田 未来子 出席 

 



令和 8年度 大野中地区まちづくり会議 【第 1 全体会 】 次第

′

●||‖

5.識 題

(1)令和 8・ 9年度の役員 (会長・面|1会長)の選出について

2.会長あいさつ

3.南区長あいきつ

4.新委員の紹介

イ.グループ討議について

(2)令Ⅲ18年度地域活性化り業■11●・)"■について

(2)『令和8年度大りrⅢ地区まちづくりを考える懇談会』
ア.テーマの決定について

(朱 1):『 ごみ
'。

i麺について』
(案 2):『少子化対策について』

|こ ついて

6.そ の他

(])|口 東,肖掃事業所跡地に係る地域住民検討委員会 (第 9回)の結果について

7.閉会あいさつ

口
'寺

:令和 8年 4月 16月 (木)午後 71100分

場所 :大野中公民館 大会議宝

(3)●
「

1体の情報提供 …情報交換 |こ ついて
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1 束清掃■業所の跡地利用について

2 人好台1也区への交千設置について

3 木もれびの森の保全と活用について

4 大沼交差点拡幅部の早期使用について

■
・

‥
１

・ 磁  煙

１

　

２

「束清掃事業所の跡地利用について」
「コミュニテイバス又はス合タクシーの導入について」

平成 241= 1 地域防災 i水害等危険地域の対策について」

2 防犯・交通安全「さがみ縦質道路の開通に伴うアクセス道路^の影響と

対策について」

1`成 2 5■
=

1'成 26年

'F,,た 2 7`li

rヽ成 28年

1 」也域活性化  「白治会活動の役割と高齢化のr.i題 について」

2 防犯・交通安全  「地域の防犯対策について」

3 地域活性化  「畑地かんがい用水路について」

平成 29年 1 木もれびの森の保全と●月

2 向主防災組織活動に対 しての考えと支援について
―
|■式3()1・ 1 地:戦の人と人が助け合える体制づくりについて

2 大野中地区の交通安全対策について

令莉l元年 1 次代を

'う
子どもの育成に係る環境の充実|こついて

2 災吉に強いまちづくり|こついて

令n121= 1 大野中地区の防犯について

街 |14■ l 大野中地区の道倅14の整備について

●T15午

令和6年 1 高齢化 |`| う■い物文,と 移動手段の確:保 について

,,力17年 l 防犯対策について

大野中地区まちづくりを考える懇談会 テーマー覧

平成 22年

平成 23年

|

1 地域 1方災「地域防災体制の充実について その 1「防災・減災対策につ

|ヽ
‐
て」 」

2 『地域防災体111の 充実について その2吸 害時の体制づくり」」

0 「自然環境の保全.その他 f木 もれびの森の管理及び活用方策につい

て」

] 呻 棋原市地域防災計画」の見直しについて

2 「こどもの広場」や『ふれあい広場」の確保について

1 高齢者の見守り・子育て環境「児童館・子どもの広場の整備と確保につ

いて」

1 1日 東清掃事業所跡地の活用について → 中||(BCP,
※まちづくり会議から,li長 に要望書を提出

1 大野中11区の防災について

,
‐



グループ討議の進め方
Oテーマ『 (案 1'ごみ問題について (案 2)少子化対策について』

OA～ Cのグループに分かれて.30分程度.話し合ってください.

0「まちづくりを考える懇談会」において.市と懇談をしたい具体的な内容について.

グループ毎に2～3個程度.主な内容をまとめてください。

O場 所 Aグループ → 大会議室(奥側)

Bグループ ⇒ 大会議
=(入

口側)※ 各自.ネームプレートを持つて移動
Cグループ 0大 会議室(小学狡側)

0各班の役員がリーダーとなつて.発表者と書記を決めてください.

Oグループ討議終了後.大会議室に集まり.発表を行っていただきます.

氏名
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長・^
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“

会 長

大濯公民館

人,'∫ 中地 区防

`せ

協会 代 表 平野 大介

相撲■●|● lil'ち 田市方1“

`第

3分団 代表 西口 ,,也

大野中地区小学校PTA
(大野台小学技PTA) 代 表 |‖ 崎 舌

大野中地区(1:靡づく,普及員
(大野台地区)

代ま 岡 田 美智子

‖|1会長
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本市は.中学技わ■の

'晨
喫食倒 1"に 1‖ 1祠 .l'「 [手法により(便称)市

“

学校論贅セ

ンター(u下「南部センター」といい
'す

.)及び(仮私)11榔十校給

^セ

ンタ~(以下 :11

“

センター」といいます.)の嘘

`li等

に収句莉んでいるところです.

このうち.南部センターについては.そのよ来∫]地を!「|■

'iい

事業1,動地の一部とし

ており.■な、同11業,アの1,1卜 _L可 iをイ,っ ているところですが、当該:L“

“
=お

いて地'|'柑

造物の中に提却灰と思われる礎来物がⅢ幅 されたことから.現在州 酬 査を行っており.

その結人を略まえ.111本 .力法を検い1.する必要があるため、1'Xlm細分の」1波 しが延

"|と
なりました.

当i粉,翠■により,却仄と

"断
した場合には.関郁 側″|れ議の■.(1黎計画を作成

し、カイ11_|■を行うこととなるため.1ヽ来,1崎 の,|ユ しについては、6カ
'1以

上の延

'口

を想定しています.

これにより、|●部センター犯

“

rに 4′ る哲」|.睛坤lt,延 1,と なり.令 il1 8年 ]2月 として1ヽ

た計人脚 tO11■ 子オロセ几直す必要が4・ じたした′ヽで.お力1',せ します.

南部センターの3舒食提つヽ田,有it llについては.l11't71'1市り
'業

所絆体■■の作業il・ ,両T

ヽを略まえ.今後.:'1'11'黎■である株式会社さがみ市椰1、` 企センターと麟能を

`〕

って

まいりまつ■

なお.北部センターによる綸

^卿
tlこついては.従前のとおり.,ハ184112月 1,1の

lm“を予定しています.

令和 7`|18月 ]5日

||:撰 凛市発表資料

(仮称)南

“

学槙綸奎センター綸食提供罰,ム予定日の見直しについて

二
‘

問介せ′t

(11嗽船資について〉

獅 食,1黎

ilキ,こ電話 ()42-35]-3236
(|「 |工,",1'来所解体11■ について)

●掃施設誅

|二通t話 o42-769-8246



|」 _Itiii掃 」
'黎
,"体上1,に ついて.本

`|=7月
に地|,‖遺物の1'に ,り

i"|スが確
``さ

れ.

先行 |:`の

'|"し

か延

'切

する●をお荀りせしたところですが.■たに別の迪'1咄迪物の

中に油が況じった水が発見されたため.分
"i副

布を行つた、・

'1、

P C i3〈 ボリ珈

“

ヒビフェ

ニル)の含●を,鷹餞しました.

今後は.l対

`機
Щと筋蔵を

'い
.餘去′′,や地中‖せ物の

“

体方法についての作業,「画

を作成する必要がありますが.=:.||,′kで,,("が不明のため■業に必要な川|||口未定です.

当該,イ体 111'の■迪しについては.原因の調本をう.った1,で.あ らためてお知F,せ しよ

上

旧東清掃事業m:体工事の現況について

回 スか確ずさ|■た田所

油,｀2し oた水力q認された綺所

'Ⅲ
7年 11ナ!1 4 il

l」 慎 |,|¨

“`よ
責 FI

参■ 」:lf件名 |口■il,lF業所絆体■1∫

工

"咄
所 和棋

'“"●

区古‖15-33-1
■小翔‖ 今

“

6118月 11)llか F,令詢 81=9月 80日 まで
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(1)遂旨

地域活性化事業交付金とは.1嘔広い層の地域
I'住民の滲

'サ

1及び協働による地域の

活性化X'を 目指 し.lL紋住民が自主的な鰤 1決に取 り組む事業に対 して交付され

る鮒 金です.

※l地域    .当 交付金では.市内22地区を単位とします.地区については.1募集要碩

の最終 ―ジをご覧ください.

※2地域の活性化 :当交付金では.地域で展門され/,公共|ヽな舌勁^参加する団体や個人が増

力[し.4々 のコミュ‐ケーションが良,に取れている状態を指します。

令和 8年度 地域活性化事業交付金 募集要領

]地 域汗|卜化,F業交付金の概要

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

地域の防災・防犯に関する事業

地域の保苺 健康づくりの

“

進に関する●業

地域福ltの増進に関するり業

産業や観光の振興に関する,業

環境の保護採 全に関する事業

書少年の健全育成に関する事業

地域の文化・伝統の振興に関する市業

笙薇学習に関する事業

地域及び地域活動の情報発信及び広報に関する事業

区 ,雛進する重点事業

その他地域のコミュニティづくりを目的とし.区長が特|こ認める事業

(2)対象事業

不交付金は.市内22地区を単位に実施される各地区の活性化に資すると認めら

れる次の事業に対して.交付します.

うに各地区において1躁題となつて1ヽ るユ項の■決に資すると認められる次のよう

な撹点を持つ事業については.使■|,な 交

“

蜘 燎工業として取り扱います.

自治会への加人促進

地域における公共約な活動の担い手育成

公■的な泄勁への参力,者増力「

地域の公共的な活動団体間の連り

`強

化

まちづくり会議が提示した地域課題の,決

政治活動.宗教活動又は営利活動を日

"と

する事業

交付申詢を行う年度において.オ日ヽ 原市が実施する他の補助+l度等の

対象となる事業

政策提案又は証座年の開催を主たる日詢とする事業

調査.研究を主たる目的とする事業

ただし.地域の活性化に贅するゆ業に繋がる:価があるものを除く

第二者べの市案促迪を求める事業

前各
=に

掲げるもののほか.区長が適当でないと認める事業

の 品調豊のみが事業の目的として判断できるものなど)

‥

ヽ

１
■

交付対くとならない事業については.次のとおりです.

1



(3)申静者の要件

交付金の申請者は.原貝」として,付金の趣旨に合致する事業を行 う0人以上の構

成員で組織される団体とします.ただし.次に■げるものは.交付金の交付を受ける

ことができません.

・和演原市桑力国排除条例(平成 23年相棋原市条例第 3]号.以下「条例」という.)

第 2条第 2号に規定する桑力団

・法人のうち.1鞍者又は役員のうちに条例第 2条第 3=に規定する暴力団員(以 下

「暴力団員]と いう.)に該当する者があるもの

・法人格を持たない団体のうち.へ表者が泰力団員に該当するもの

(5)交付対象経費

交

`寸

,は .次の経費を交付対肇とし.そ の交
`1率

は. 3午 口までは 10分の 10
以内とし.4・F日 は4分の3,内.5年目は2分の ]以内とします.

1 事業に要する消耗品費.郵便へ゛の輌信費.F「扁嶼 ネ費竹

2 事業を行 う上で必要な食糧費 中 者の構成員に対するものを除く.)

`II品

購入費.施設使用料.備 ,昴借上剌等

3 事業を行う上で必要な施・'ヽ 野の光熟水費等

4 事業を行う上で必要な委託費等

5 イベント年の開催鴫に掛ける保険料.警11苺等

6 計演会等の講師に対する報慣斐

7 研修会の旅費等.研修に要する経費 (交付対象者の構成員個人の資質向上に

対するものを除く.)

8 その他事業遂行に必要な経費であって区長・ `必要と認あるもの

※物品等u物 品 ]万円を越える財とにかかる経費の交付

"は
.3年までは対象経費の 3分

の 2以内.4年 目千
'2分

の 1以内. 5年 |は 3`)の 1以内となりまう
‐
.(●帳の作成が必

要.)

(6)交
`"額Ⅲ請される事業についてヽ本を行い.予算の従囲|｀ で交付対睾市X及び●付額を

決定します.

12

(4)事業の実施助「]

当祓年度の事業実施期間は.令1,8年 4月 1日 から令和 9・
「

3月 末とします.

また.同一の製 輌 根の更新を必要とする事業を除く 【例地域情報マップ等】)

に継純して交付する場合については.3年を限度とし.区長が適当と認める場合は.

最大 5年を限度とします.

2



令和8年度から制度を一部見直しました !

′ 交付年瞑を3年から最大 5年までに延長とします。

/ 交付率を.3年目までは10分の10以内・4年目は4分の3以内・ 5年目は2分の 1以内と

し.団体や事業つ

…

自走を応援します。

/ (2)対 象事業中「9 地域及び地域活動の情報発信及び広報に関する事業」(例 :地区独自

の子育て支援マップ.ヽ区舶 の史郎ツアーマップなど)については、情報の更新を経続でき

るよう.交付年瞑をなくしました.

※ただし.直近で交付を受けた年度の三年度から起算して3韓 経過している必要があります。

(3)提出幕泰

①地域活性化事業交,金交付中詢替 帳式第1つ  ②地域活性化事業計画書

0収支予算奮 ④[]休概要調書 0袖助金等概要調書 ◎団体構成員名諄

2_申量

(1)事前1員談

申情にあたつては.=前に事業を実施する地区のまちづく,セ ンターにご相談く

ださい.

特に4月・5月 に実施を予定する事業については.交付手続き上.早めのビ相談を

お脚 しヽます.

※難 1,な相談先は.基楽要領の鰤 ■ ―`ジをご覧ください.

(2,中誇期間

令fi 3年 4月 1日 から

`!L区

で定める期間

(4)交付申請書の提出方法及び提出先

直接又は郵送で事業を実施する地区のまちづくリセンター^ご掟山ください.

※難 的な提出先は.嘉案要頷の最終ベージをご覧ください.

13
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3_塞査

(1'審査方法

提出先のまちづく,センターが審査基準に基づき悪査します.

申帯事業の審査にあたつては.■地区のまちづくり会議のご意見を伺います.

事業終了修、こ.次の書瀬彗を提HIIし ていたださます.

0炒或活性化

"F業

交付,実績報告頷第6=様iO ②収支決算薔

0補助事業等実績調■ 0対鰊経費に係る1蚊薔等の写し

◎写真その他事業の実施について確認できる書類

(2)7■■
=

'式
  日 |」 不

| ・lL域 1凛旭の解決や,し域の洒,1化に資する●奥か

"業
内容の,当社

・市業内容が■実性のあるものか
・事業il画のスキームが薇いか
・事業収支が

“

業を遂行する上で適正か

|,

4 ,業の,断性やγじ展.‖
:

・す業の継続性や発展 `が あるか
・これまでの取組みの成果が生かされているか

,, 他のコ体^の影響
・他の団体^濤動を促すなよ 良い波及効果を

与ぇるような事業か

5 ■」会による●
=

6 i]|(|,の ■地

'夫
終了後に.次年度の交●決定の参考とするため評価を,います.

4

●   χ
.

14ぶ

_■ _=根報告

地域活性化事業交付金を活用して行った,業については.市民の方への事例紹介や他

地区への情報提供を行うための報告会において.当核事業の津,缶をいただく場合があり

ます.

1'業 日

"や
内容の公期 :

団体の事業実1咆能力 ・●業を実施する能力や■体性があるか

同一の

'業
で 2年月以降となるものは上記の1■か次の■日も力||え.審査しま,■

一一

　

‥
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